
金
部
古
政
志
港
十
二

怒
ら
ん
か
。

~ ，、
~ ，、

一

金
津
古
蹟
志
巻
十

城
市
仰
木
自
国
百
姓
町
筋

構
抑
制

此
の
惣
抑
制
は
、
金
都
府
披
の
外
部
陀
て
.
本
多
氏
奮
邸
の
欠
け
下
よ

O 
惣

り
翻
り
初
め
た
り
と
一
苫
ム
。
三
州
志
来
図
縮
技
附
録
陀
云
ム
。
艇
長

十
五
年
半
亥
.
微
妙
公
名
謎
屋
城
経
替
の
矯
め
尾
州
へ
入
り
給
ム
時
、

篠
原
出
納
守
一
孝
金
源
披
の
留
守
た
り
し
に
、
品
問
般
あ
る
を
以
て
外

務
郭
の
監
を
撃
ち
作
ら
し
む
。
今
存
す
る
外
藍
是
な
り
。
此
の
外
壁
、

本
多
安
易
守
の
第
下
よ
り
姻
り
出
し
.
容
林
坊
橋
へ
導
宮
、
長
町
を

経
て
.
村
到
盟
後
守
第
前
に
て
掘
り
止
.
叉
商
品
木
工
宅
前
よ
り
別

に
掘
り
出
し、

長
九
郎
左
衛
門
第
前
に
て
掘
り
止
め
、
引
形
の
後
"
に

沿
ひ
雌
り
て

.
彦
三
町
の
後
"
を
経
‘
前
岡
山
由
品
物
第
後
に
て
掘
り
止

む
。
東
は
石
引
町
端
よ
り
疏
山
尚
し
、
質
的
寺
坂
の
下
渓
聞
を
経
、
小

姓
町
の
後
"
を
法
b
.
材
木
町
の
町
家
の
後
四
陀
抵
り
‘
小
山
屋
町
よ

り
波
野
川
へ
逮
す
と
一
耳
ム
。
註
K
-
E
ふ
。
此
の
地
名
人
名
共
に
疏
繋

金
海
古
蹴
志
怨
十

の
時
代
と
合
は
歩
。
是
後
人
の
仰
聞
を
記
す
も
の
な
ら
ん
。
姑
〈
哲

紀
の
文
民
従
う
て
設
に
減
す
と
。
叉
三
州
芯
健
縫
飴
考
に
一
耳
ふ
。
民

長
十
五
年
微
妙
公
名
畿
屋
経
替
の
鏡
花
尾
州
民
到
る
。
篠
原
一
孝
金

械
に
m山
守
た
り
。
険
附
あ
る
を
以
て
符
士
に
談
じ
.
外
壁
を
疏
態
せ

し
む
。
此
の
疏
扱
俗
陀
一
耳
ふ
侍
抑
制
民
て
成
る
と
日
間
す
。
今
存
す

る
外
E
n
Z
也
。
と
い
へ
り
。
術
部
武
貞
の
金
滞
納
見
聞
叫
誌
に
は
、
出
品

長
十
六
年
辛
亥
年
足
州
名
叫
問
屋
の
披
枠
制
、
闘
束
よ
り
の
公
役
と
し

て
.
図
大
名
衆
へ
依
頼
陀
て
.
尾
州
へ
到
ら
れ
け
り
。
利
光
卿
も
入

ら
せ
ら
る
。
御
留
守
陀
篠
原
防
相
川
守
藤
原
一
孝
思
設
に
て
、
俄
に
今

の
外
惣
織
を

'm付
け
ら
れ
て
、
紛
の
矯
め
と
す
と
一
宮
ひ
仰
へ
た
り
。

旦
御
械
の
高
石
垣
を
も
築
ν
之
。
赴
太
守
の
御
留
守
た
る
に
.
如
v
此

の
大
群
請
を
念
に
取
立
つ
る
幕
、
共
人
の
総
盆
可
v
察
ν
之
。
と
い
へ

り
。
平
次
按
や
る
に
‘
名
謎
屋
被
の
普
請
は
‘
諸
情
紛
諮
K
、
陸
長
十

五
年
間
二
月
六
日
天
下
の
路
大
名
名
謎
屋
築
城
の
由
命
あ
り
。
同
六

月
三
日
よ
り
始
り
、
同
九
月
経
脅
成
り
て
‘

路
大
名
図
々
へ
郎
る
。

と
あ
り
。
さ
れ
ば
名
謎
屋
経
替
は
十
五
年
K
て
、
十
六
年
に
係
く
る

は
有
海
氏
の
訣
り
な
る
べ
し
。
叉
金
調
陣
披
惣
織
の
柑
酬
は
、
既
に
夫
正

十
一
年
三
月
十
三
日
秀
吉
公
よ
り
惟
任
越
前
守
長
秀
へ
の
利
容
に
、




